
















（1996） による ‘Vegetation of Jordan’ である。こ
れは、UNESCO - Cairo Officeによって発行さ
れた284頁に及ぶ刊行物で、著作者に相当する





























‘Vegetation of Jordan’ に示されたおもな森林型
に関する情報の整理と追補および植生地理学的
な位置づけを行うことを目的とした。以下では
Al-Eisawi （1996） を、‘Vegetation of Jordan’ と略


























































は、‘zonobiome Ⅳ ’ だけでなく、隣接する植生
帯への移行帯に相当する ‘zonoecotone Ⅲ /Ⅳ ’
（半砂漠） や ‘zonoecotone Ⅲ /Ⅶ ’ （砂漠～ステッ
プ） も広く分布することが示されている。また
Archibold （1995） においても、地中海沿岸の北
部 の 一 帯 で はQuercus ilex（holm oak, holly 
oak：セイヨウヒイラギガシ）、Q. suber （cork 
oak：コルクガシ）、Q. coccifera （Kermes oak：
図１　地中海沿岸地域の植生帯
Breckle1 （2002） に示された図から抜粋・一部改変．濃灰色はzonobiome Ⅳ （硬葉樹林帯），薄灰色はzonoecotone Ⅲ/Ⅳ （半砂漠）
またはzonoecotone Ⅲ/Ⅶ（砂漠～ステップ）を表す．
3―　　―





















































































‘Vegetation of Jordan’ において構成種のリス
トは、森林型に応じて、高木 （high tree, tree）、
亜 高 木 （low tree）、 低 木 と 蔓 （high shrub, 





少ないようである。‘Vegetation of Jordan’ で
は、植栽地を除いた天然林 （自然林と二次林）
の森林型として ‘Pine forest’ （マツ林）、‘Ever-
green oak forest’ （常緑オーク林）、‘Deciduous 
図２　森林植生域
Al-Eisawi （1996） に示された植生図 （図 4） を編集して作成．黒塗りの部分が自然林もしくは二次林が成立する範囲
（マツ （自然） 林，常緑オーク林，落葉オーク林もしくはビャクシン林の 4つの植生型の分布域） を示す．
森林植生域
5―　　―
H （草本層：herbaceous） の 4階層と本文中の
記載に応じたそれらの組み合わせに統一して、
表 1に示した。












各階層を、基本的にはT （高木層：high tree, 
tree, low tree）、S （低木層：high shrub , shrub, 

























Al-Eisawi （1996） により，一部改変．1：Pine forest （マツ林），2：Evergreen oak forest （常緑オーク林），3：Deciduous oak forest
（落葉オーク林），4：Juniper forest （ビャクシン林），5：Mediterranean non-forest vegetation，6：Steppe vegetation，7：Hammada 
vegetation，8：Saline (halophytic) vegetation，9：Tropical vegetation，10：Sand dune vegetation，11：Acacia and Sudanian rocky 
vegetation，12：Water (hydrophytic) vegetation，13：Mud flats (Qaa’ or Bajada)
7―　　―
表１　ヨルダンでみられる主な森林型における出現種とその階層
マツ林 常緑オーク林 落葉オーク林 ビャクシン林 備考
Pinus halepensis Mill. T ・ ・ ・ アレッポマツ．マツ林の優占種．主要な造林樹種．
Quercus calliprinos Webb T/S ・ ・ ・ セイチガシ．Q. coccifera に近縁な常緑のオーク．
Cistus salvifolius L. S/B ・ ・ ・ アオイ目ハンニチバナ科の低木．
Smilax aspera L. S/B ・ ・ ・ サルトリイバラ科シオデ属の常緑多年生つる植物．
Cephalanthera longifolia (L.) Fritsch H ・ ・ ・ ラン科キンラン属の多年草．
Fumana arabica (L.) Spach H ・ ・ ・ アオイ目ハンニチバナ科の多年草．
Helianthemum syriacum (Jacq.) Dum. Cours. H ・ ・ ・ アオイ目ハンニチバナ科の多年草．
Lemodorum abortivum (L.) Swartz H ・ ・ ・ ラン科の多年草．
Ophrys spp. H ・ ・ ・ ラン科オリフス属の植物．
Thesium bergeri Zucc. H ・ ・ ・ ビャクダン目ビャクダン科の半寄生植物．
Quercus coccifera L. ・ T/S ・ ・ ケルメスオーク．常緑オーク林の優占種．
Phillyrea media L. ・ T/S ・ ・ モクセイ科の常緑樹．
Pyrus syriaca Boiss. ・ T/S ・ ・ バラ科ナシ属の落葉樹．
Asparagus aphyllus L. ・ S ・ ・ キジカクシ科クサスギカズラ属の多年草．
Lonicera etrusca Santi ・ S ・ ・ スイカズラ科スイカズラ属の落葉つる多年草．
Rubia olivieri A.Rich. ・ S ・ ・ アカネ科アカネ属の植物．
Adonis palaestina Boiss. ・ H ・ ・ キンポウゲ科フクジュソウ属の一年草．
Anemone coronaria L. ・ H ・ ・ キンポウゲ科イチリンソウ属の多年草．
Cyclamen persicum Mill. ・ H ・ ・ サクラソウ科シクラメン属の野生種（多年草）
Echinops spp. ・ H ・ ・ キク科ヒゴタイ属の植物．
Lecokia cretica (Lam.) Dum. Cours. ・ H ・ ・ セリ科の多年草．
Linum pubescens Banks et Solander ・ H ・ ・ キントラノオ目アマ科の一年草．
Quercus ithaburensis Decne. ・ ・ T ・ タボルガシ．落葉オーク林の優占種．
Ceratonia siliqua L. ・ ・ T ・ マメ科イナゴマメ属の常緑樹．野生のイナゴマメ．
Styrax officinalis L. ・ ・ T ・ エゴノキ科エゴノキ属の落葉樹．
Olea europaea L. ・ ・ T/S ・ モクセイ科の常緑樹．野生のオリーブ．
Retama raetam (Forssk.) Webb ・ ・ S ・ マメ科の低木．
Alcea spp. ・ ・ B/H ・ アオイ科Alcea属の植物．
Carlina hispanica Lam. ・ ・ B/H ・ キク科の多年草．
Colchicum spp. ・ ・ B/H ・ ユリ目イヌサフラン科イヌサフラン属の植物．
Drimia maritima (L.) Stearn ・ ・ B/H ・ キジカクシ科の多年草．
Euphorbia hierosolymitana Boiss. ・ ・ B/H ・ トウダイグサ科トウダイグサ属の落葉低木．
Salvia spp. ・ ・ B/H ・ シソ科アキギリ属の植物．
Tulipa spp. ・ ・ B/H ・ ユリ科チューリップ属の多年草．野生のチューリップ．
Juniperus phoenicea L. ・ ・ ・ T/S フェニキアビャクシン．ビャクシン林の優占種
Colutea istria Miller ・ ・ ・ T/S マメ科の落葉低木．
Cupressus sempervirens L. ・ ・ ・ T/S ホソイトスギ．ヒノキ科イトスギ属の常緑針葉樹．
Daphne linearifolia Hart ・ ・ ・ T/S ジンチョウゲ科ジンチョウゲ属の低木．
Prunus korshinskyi Hand.-Mazz. ・ ・ ・ T/S バラ科スモモ属の落葉低木．
Thymelaea hirsute (L.) Endl. ・ ・ ・ T/S ジンチョウゲ科の常緑低木．
Achillea santolina L. ・ ・ ・ B/H キク科ノコギリソウ属の多年草．
Artemisia herba-alba Asso ・ ・ ・ B/H キク科ヨモギ属の低木．薬用植物．
Geranium tuberosum L. Geraniaceae ・ ・ ・ B/H フウロソウ科フウロソウ属の多年草（冬緑性）
Globularia arabica Jaub. & Spach ・ ・ ・ B/H オオバコ科グロブラリア属の低木．
Helianthemum vesicarium Boiss. ・ ・ ・ B/H アオイ目ハンニチバナ科の植物．
Noaea mucronata (Forssk.) Asch. & Schweinf. ・ ・ ・ B/H ヒユ科の常緑低木．
Onobrychis crista-galli ・ ・ ・ B/H マメ科の多年草．
Osyris alba L. ・ ・ ・ B/H ビャクダン目ビャクダン科の植物．
Scandix iberica M. Bieb. ・ ・ ・ B/H セリ科の多年草（冬緑性）
Zosima absinthifolia (Vent.) Link ・ ・ ・ B/H セリ科の多年草．
Arbutus andrachne L. T/S T/S ・ ・ ツツジ科の常緑低木．
Pistacia palaestina Boiss. T/S T/S ・ ・ ピスタチオと同属のウルシ科カイノキ属の落葉樹．
Cistus villosus L. S/B S ・ ・ アオイ目ハンニチバナ科の低木．
Orchis anatolica Boiss. H H ・ ・ ラン科オルキス属の多年草．
Calicotome villosa (Poir.) Link S/B S S ・ マメ科の半落葉低木．
Prunus dulcis (Mill.) D. A. Webb. L. ・ S S ・ バラ科スモモ属の落葉低木．野生のアーモンド．
Poa bulbosa L. ・ H B/H ・ イネ科イチゴツナギ属の植物．
Crataegus azarolus L. ・ T/S S T/S バラ科サンザシ属の落葉樹．
Rhamnus palaestinus Boiss. ・ S S T/S クロウメモドキ科クロウメモドキ属の低木．
Sarcopoterium spinosum (L.) Spach ・ S B/H B/H バラ科の低木．
Dactylis glomerata L. ・ H B/H B/H カモガヤ．イネ科カモガヤ属の多年草．
Pistacia atlantica Desf. ・ ・ T T/S ピスタチオと同属のウルシ科カイノキ属の落葉樹．
‘Vegetation of Jordan’ （Al-Eisawi 1996） に示された記載をにもとづいて作成．










葉のセイチガシ （Palestine oak：Quercus callip-











するセイチガシ （Quercus calliprinos） は、地中
海沿岸域東部から西南アジアにかけて分布す
る、樹高15m以上にまで生育し得る常緑 （硬
葉） のオーク （ブナ科コナラ属クヌギ節） であ
る。次に述べる「常緑オーク林」の優占種ケル






































‘Vegetation of Jordan’ の記述によると、マツ





























とhigh shrubからなる第 1層、low shrubとつ
る植物からなる第 2層および草本層の計 3層か
らなるとされている。常緑性 （硬葉） のケルメ







種は、‘Vegetation of Jordan’ ではAl-Eisawiに
よってケルメスオーク （Q. coccifera） と記載さ
れているが、Zohary （1973） 等では同種説もあ













































（2）常緑オーク林 （Evergreen oak forest）
＜分布・環境・遷移＞
常緑オーク林 （Evergreen oak forest） は、






層 （第 1層）、低木層 （第 2層） およびブッシュ
と草本からなる第 3層の計 3層からなるとされ
ている。落葉オーク林の上層の構成種には、優
占種である落葉性のタボルガシ （Tabor oak : 
Quercus ithaburensis） のほか、エゴノキ科エゴ
















ルガシ （Q. ithaburensis） のみを用いるとしてい
る。タボルガシは、地中海沿岸域の東部の一帯
を中心に分布する落葉性のオーク （ブナ科コナ




Dror & Ertas 2004）。上述のヨルダンで落葉性
オークとして記録されてきた樹種のうちQ. ae-
gilopsについては、ヨルダン付近ではみられな



























（3）落葉オーク林 （Deciduous oak forest）
＜分布・環境・遷移＞
落葉オーク林 （Deciduous oak forest） は、














モンド （Prunus dulcis, バラ科）が記載されて
いるほか、落葉オーク林のみで記載されている
要素としては、野生のオリーブ （Olea europaea, 
モクセイ科） やイナゴマメ （Ceratonia siliqua, 


































ている （Webサイト ‘Flora of Israel’ による）。し
たがって、‘Vegetation of Jordan’ においてタボ
ルガシ （Q. ithaburensis） として記載されている
落葉オークには、主として生育するQ. ithabu-

















































ツ）であるが、この他にP. pinea, P. brutia, Cu-










（Al-Eisawi 1996） に示された天然林 （自然林ま



































































ボルガシ （Quercus ithaburensis） 林）］－［高標高
域：常緑オーク林 （ケルメスオーク（Quercus 
coccifera） 林） またはマツ林 （アレッポマツ















にタボルガシ （Quercus ithaburensis） 林、ケル
メスオーク （Q. coccifera） 林およびセイチガシ































Caudullo & de Rigo （2016） によると、ビャクシ











された （Al-Qaddi, et.al. 2016）。以上のことか
ら、ヨルダンにおいて成帯的な森林植生を構成
しているケルメスオーク （Quercus coccifera）、




















（Quercus ithaburensis） 林）、常緑オーク林 （ケ
ルメスオーク （Q. coccifera） 林）およびマツ林
（アレッポマツ （Pinus halepensis） 林：セイチガ







アビャクシン （ Juniperus phoenicea） 林：ホソイ








ラギガシ （Quercus ilex） 林やコルクガシ （Q. 
suber）林はみられなかった。いっぽうで、ヨ
ルダンでは地中海沿岸域北部でもみられるケル





く分布している林型である （例えばTrabaud & 







性のセイチガシ （Quercus calliprinos） がよくみ
られるほか、この一帯では地中海沿岸域の他の
地域に比べて落葉性のオークが多くみられる」
としていた。Dufour-Dror & Ertas （2004） に示
されているように、地中海東岸地域で広くみら
れる落葉性のオークとして代表的な樹種はタボ
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‘EOL encyclopedia of life’　http://eol.org/
‘Flobus’　https://fr.flobus.nl/
‘Flora Catalana.net’　http://www.floracatalana.net/
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